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大庭 通嘉 議員
保育所整備は

問　待機児童が50人余とふえ続ける本
市の保育需要にどのように対応するか。 

答　保育所の需要は益々増大すると考える。
来年度、袋井市幼児教育等施設整備計画
を策定し、認可保育所の整備を早急に進
める。

農村環境は農地保全から

問　農地・水・環境保全向上対策事業に依
存して、市単独の農業土木費を減額され
る心配はないか。 

答　農業土木費は、農地・水・環境保全向上
対策事業の実施地域と未実施地域との格
差を生じさせないため、また、地元要望が
多いため、修繕費等を増額した。

駅南口の基盤整備は、駅舎の供用開始に向
けて引き続き用地取得に努める。

国本地区のまちづくりは

久野 松義 議員

問　この対策費により普通地方交付税が
いくらくらいふえるのか。 

答　地方交付税の基準財政需要額にこの
対策費が加わり、20年度の普通交付税は
5,500万円増になると見込んでいる。

地方再生対策費で
税収格差を埋めるべきでは

問　国本地区に大型商業施設の進出提案
がされて３年余経過する。市は、今後どの
ように進めていく考えか。 

答　にぎわい新都心まちづくり事業と位置
づけ、都市基盤整備の計画策定を進めてい
る。計画に対する地権者の意向を調整し、
その後、プロポーザル方式で事業者を決定
して、農用地除外を進める。

新ＪＲ袋井駅舎整備は

問　合併時の約束事業としてのＪＲ駅舎整
備や駅南周辺整備をどのように進めるか。 

答　駅舎整備は、ＪＲとの費用負担の合意
ができ次第、詳細設計、建築工事を進める。

高照度照明灯で夜道を明るく

問　改善改良された照明灯に切り替え、夜
道を明るくしていただきたい。 

答　自治会設置の防犯灯は、市への補助
金申請時に改良製品をＰＲしていきたい。
市設置の道路照明灯は、更新する際、発光
効率の高い180ワット高圧ナトリウム灯に
している。

夜道を照らす防犯灯

南側から見たJR袋井駅

問　入団者減少の要因とその対策は。 

答　少子化や就業構造の変化、地域社会
への参加意識の低下が、主な理由と考える。
対策としては、地域への協力依頼、地域住
民の意識啓発を初め、事業所等への協力
依頼が必要と考えている。

問　浅羽方面隊の分団統合の考えは。 

答　地域に根ざした各分団の伝統や歴史
もあるが、団員確保の上でも、地域防災力
の低下にならない配置統合の検討を消防
団と地域住民と協議していきたい。

消防団員の確保は

障害者施設の補助対象拡大を

問　障害者自立支援法移行に伴い、補助対
象事業を拡大しては。 

答　障害のある成人の月額上限負担額の
さらなる軽減と、算定対象所得を、世帯全
員から障害者個人に見直すことになってい
る。また、障害のある児童がいる世帯は、所
得上限の引き上げにより、約8割の世帯が
軽減措置の対象となる見通しである。

児童養護施設に援助を

問　財政的な支援はできないか。施設所在
市として他の市町に働きかけをしては。 

答　「まきばの家」は、入所者が県内全域
からきているため、入所児童に対する独自
の支援を本市単独で行うのは難しい。今後
とも支援策を検討していきたい。

答　浜松市天竜商工会でペレット工場新設
に向けて検討が進められていると聞いて
おり、この取り組みとの連携を図っていき
たい。また、木質ペレット購入に対する助成
は、現時点では難しいが、ボイラー導入に
対する助成は、国の補助金があるので、ク
ラウンメロン支所と協議し、普及に努めたい。

代替燃料の普及は

問　施設栽培用木質ペレット及びボイラー
の普及とその費用助成は。 

「夢への一歩＠ＷＯＲＫ袋井
（キャリア教育）」の事業拡大を

答　実施日数の増は、事業所の事情、授業
日数の確保等の問題がある。今後も日数
や回数も含めた職場体験のあり方を研究し、
本市の特色ある教育の一つとして定着さ
せたい。

問　中学生のキャリア教育は、在学中に1
度、2年生が3日間実施しているが拡大し
ては。 

秋田　稔 議員

まきばの家

消防団による消火栓点検

芝田 　二 議員
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